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学習者中心授業に関するー研究
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序 文
教育とは， ドイツ絡でErziehungといい， Erziehen 
ひき出す一一ーつまり，被教育者の中にあるべくしてまだ
あらわになっていないものを.ひっぱり出しであらわに
する，という作用だといわれていることは衆知の通りで
ある。
しかし現実に於ては，多くの教育は.被教育者の可能
性をひき出すことを忘れて，教舗が，外側から彼等に逆
に注入することに主力をそそいでいるといっても決して
いいすぎではあるまい。
もっとも.教育は知的理解をその目標のーっとしてい
ることはいうまでもない。しかし，教育はこの知的理解
という目標実現のために，その前提でもありかっそれ自
体が教育の目標でもあるところの情意的疎通ないしは実
存的(ありのままの姿での)ふれあいの問題が，機性に
されがちである。このようにして，教育本来の人格形成
という大目標を，みうしないがちのなのである九
ここに述べる学習者中心授業は，まさしくこの問題提
起に十分答えるものであると忠われる。この授業法とは，
教師が生徒の可能性を信じ，主占軍備を湿ることなし生
徒が自ら「意味ある学習J を進めていくところにその特
徴がみ出される。ここにいう「意味ある学習J とは，「知
織と感情の両面を含む会人絡が関与する学習であり，自
発的な学習であって，生徒t;l:自分のカで何かをミ把鐘な
していく J3)ことであると.この録業の提唱者であるロー.
ジャズ (Rogers，C.R.) I主述べている。彼t;l:クライエン
ト中心療法によって経験した仮説や方法を.大学での彼
自身の講義で試み.その結果，その続発に出席した学生
i童lま，受容的な雰囲気の中で.次第にありのままの自分
を表明するようになり，どのま毒殺よりも熱心に問題に取
組むことができたし，その自信がf也の勉強にもちこまれ
ていったと報告している。その後.アメ リカで:学習者中
心授業の研究調査がいくつかなされ，その結果 r人格
の適応.自発的な諜外の学習，創造住，自己責任感とい
うような諸点において，伝統的学級に比べて，有意にす
ぐれている。また事実やカリキュラムにもとづく学習が，
伝統的な学習とほぼ等しい」 ということが明らかとなっ
日~。
一方.わが国においても，カウ ンセリングを学んだ教
師が，この授業法を実践している。その学級に関する臨
床心理学的アプローチによる生態的報告が発表され，畠
瀕寺によって rこの際業法が，伝統的授業法に比して，
人格適応の改善にも， 学力の向上にもある程度成功して
いるJllことが示された。
以上のように，伝統的授業法との量的測定による比較
などは，かなり研究されている。
ここでは.学習者中心授業をとり入れたある学級につ
いて，学級全体の運営上の変化ならびに授業自体の動き
の変化を録的測定と質的評価によって把えようとした。
まず.ここで取り上げられる学校ならびに担任教師につ
いて若干の説明を試みてみよう。
この春 (1970年)、この担任教師は，M市立I小学校
から，今ここで研究対畿となっているM市立N小学校へ
転勤した。同校は，生徒数もはるかに少なく，その点で
はきわめて教育しやすい条件にあるが，市立とはいうも
ののIUや田畑に囲まれ.市街地からは狐立した農村地域
である。 教緩~25年， 学習者中心授業の経験11年という
ベテランのこの女性教師も， t且任と してこうした状況を
どのように受けとめるかということで，かなりの期待の
念をもって.生徒とともに，学級づく りに取組み始めた。
このような状況にある学級での学習者中心授業という
ものが.どのように発展してゆくかに少なからざる関心
を抱きつつ，この研究を試みた次第である。一定の間隔
をおいて回数を重ねて観察し，生徒の変化を詳しくとら
えていきたかったが，担任教師が車主動してきたばかりの
年であるという事情により，担任教師の希望に従い前後
2回の観察に終ったが，幸い怨f壬教師との談話の機会を
前後2回もつことができた。
なお，教育の実態を統計的処!]llのみから論ずることに，
少なからずの限界を感じたので，記述的方法をも{井朋し，
できうるかぎりありのままをとらえていきたい。
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新担任のもとに，はじめて学習者中心授業を経験する
小学校4年生のある学級の学年当初某日の授業とその後
6ヶ月を経過した段踏での某日の授業とを，客観的測定
ならびに主観的記述に基づき比較考察し，また学級の変
化に関する教師の評価をも併せ考察し，学習者中心授業
の効果について検討を試みる。
方 法
1.対象
M市にある小学校の 4年生のクラス。この小学校lま，
全校生徒 110名，教員9名という小規模な学校で，市立
とはいえ山や田畑に圏まれた田舎にある。父親がM市内
の工場で働いている兼業農家が多い。
4年生lま1クラスしかなく 1年から 3年までメンバ
ーも担任も同じだったが，今年度新しく転任されたT教
諭(女性)が担任となった。男子12名，女子11名 (計23
名)で，今までは，みな教師中心の授業方式の授業を受
けていたものばかりであった。
T教諭は，教職歴25年，学習者中心授業の経験11年で
ある。
日観察授業
文科的な学科と理科的な学科を対照する意味において，
国語と算数の授業を選定した。
皿 a~録方法
磁気録音テープ.写真， 8ミリ映画による。
N 分析方法
1.観察授業の客観的測定および主観的記述
ここで・扱っている客観的測定による結果は，あくまで
主観的記述のイ ンデイケーターと見なすことをはじめに
ことわっておきたい。なお，本研究においては，上述の
理由によって資料が乏しいため，この客観的測定による
結果を普遍化することは危険であると考えられる。
a.授業時間中における教姉の発言総時間対生徒の発言
総時間を教科別に初回と 2回目において比較する。ただ
し，生徒の場合は，個人発言と生徒の集団発言(個人発
言として抽出分析が困難でほぼ同時に複数の生徒が発言
していると思われるもの)をわけで分類する。ごの場合，
それぞれの授業時闘がその時々の特殊事情により下記の
通り異なるので発言総時間の%でもって比較する。
初回 算数 46分 国語 26分怠
*当日に予定された火災に際しての避難訓練について
の説明のため，授業が短縮された。
2回目算数 55分 国語 42分
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( 2 ) 
学
b.生徒個人相互聞における発言時間の分散を比較する。
C. 学習過穏に沿った発言内容の分析
発言を下記のような範繕に分類し，授業の動きをでき
るだけ忠実にとらえるために，学習内容にもとづいてい
くつかのユニットにわけ，時間を追って発言をグラフ化
し，それを比較する。
発言内容の範場
表1 発言内容の範場
教師発言 生後発言
与える発言-授業を促進し深-める発言求める発言 1::";:1 能動的応答 l:.，;':] 
点検する発言 Eヨ 能動的集団発言 Eヨ
受動的応答 匡ヨ
生徒発言の承認 皿国
発言内容の確かめ ~ 内容確かめの承認 ~ 
気持の確かめ ~ 気持の確かめ ~ 
感情の卒直な発言 庭園 感情の卒直な発言 壁画
場面構成 医廻
そ の f也 巴乙召 そ の 他 EZZI 
教師発言について
a.生徒に情報や説明を与える発言 {与える発言}……_ 
例，途中で，この本には出ていないけれども，今年ど
うしても勉強しておかなければいけない字がここに 1つ
出てきています。
b.生徒に作業や意見を求める発言(指示，示唆を含む)
{求める発言)・……H ・H ・.… Eヨ
例，私だったら，こういうふうにして，この違いを出
すということを，始めに自分一人でノートlこ害いて考え
てごらん。
C. 生徒の知識や理解を点検する発言 {点検する発言}
…匡ヨ
{列，こちらのやりかたノートにやった人?
d.生徒の発言内容に対する確かめの発言 (発言内容の
確かめ)..・H・...・H・..~
例，新しい漢字の読みや筆j順調べから，勉強していく
わけですね。
e.生徒の発言にみられる感情，情緒的態度，興味に対
する確かめおよび受容の発言 (気持の確かめ) …医~
例，待っていたわけつ その人透が思い切って動いて
いくのを…
山松 ・他 :学習者中心授業
f .自分の今の感情をありのままに表現している発言
{感情の卒査な発言}…H ・..IH国
例.おしまいまで言ってくれない? どういう ことが
言いたいのか先生よくわからないから。
g. ~語権威・………-匿~
{列，あと20分しか時間がないので.
h. その他…・・…H ・H・.~
生徒発言について
i 生徒自らが授業を進め深めようとして自分の考えを
述べる発言 {授業を促進し深める発言}・・H ・H ・.1・
例，私l主漢字の読みと鋒l阪をやったらいいと忠います。
J. 教師の発問がきっかけとなっているが，自分の考え
をつけ加えて答えている発言 {能動力応答}……EIJ
例，教師:つけ加えていうことがあれば，言っておい
て下さいね。
生徒 :倹は記録係のところで，読む時に，上に記録と
ついていたら下はミがかりととこなくちゃいけないと思
います。
k， r私がいいますJと積極的に発言したがっている集
団発言， (能動的集団発言}…・…..IZI
例，私がいいます。僕も・いいます。
1.教師の求める発言.説明に対しての簡単な応答{受
動的応答}・...・H ・....Eヨ
例，教師 :このせっけんというのは?
生徒 :一箱6コ入りのせっけん。
m r~ 、 いです。 同じです。」とい う生徒同志間での承認
{生後発言の承認}………皿皿
n.教師の確かめ(生徒の発言内容にあIする)に対する
承認(内容確かめの承認}・・H・ H・-…~
例.はい。
0，相手の発言にみられる感情，情緒的態度， 興味の確
かめおよび受容の発言{気持の健かめ}…….. ~
.倒.皆，言ってもいいですか?
p. 自分の今の感情をありのままに表現している発言
{感情の卒直な発言}…H ・H ・..臣田
例.まちがっていたけど.わかった。
q，その他・..・H ・....0
2.初回 2回目の段階における学級の特色に関して，
担任教師の談話を要約する。
資料とした観察妓業および担任教師の談活の日程は次
の巡りである。
初回 算数 1970年5月13日 1限目
国籍 1970年5月14日 1限目
談話 1970年 5月138，14日
-1ω一
2回目算数 1910年11月17日 3限包
国語 1970年11月17日 4限g
談話 1970年11月17日
重量2 発言時間
教師発言 生徒個人 生徒集団 授業
発言 発言 総時間
事t1 
初回 54 (911) 35 (593) 11 (197) (2760) 
2回目 34 (607) 49 (869) 17 (304) (3300) 
国 初 回 43 (344) 36 (289) 21 (164) ( 1560) 
J苦 2回目 36 (630) 45 (777) 19 (330) (2520) 
総発言時間の% ( )内 :秒
結 果
1.観察授業の客観的測定および主観的記述
生徒発言と教師発言を比較すると
Ji:主 ジ=6.6776・
国経 ジ=1. 5955 
*初回と 2回目では，1 %の危険率の有意差をもっ
て2回目が優位である。
発言時1mにおいて 2回目I!初回に比l，
1. ll:数においては， 1 %水準の危険率の有怠差を
もって，生徒個人発言が優位である。
2.国語においては，同水準の危険率の有:ち差をも
って，両者間に有意差1認められない。
しかし，明らかに生徒個人の発言時間1;:1世加し
ている。
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算数
国語
2490，4378 
1160，1“。
1240.5179 
653，6483 
初回と 2回目とを比較すると
算童文 F=2.∞75 
国語 F = 1. 7840 
生徒個人総互Ilにおける発言時間は分散において，算
数，国~Iîを通 じて ， 2回目lま初回に比し， 5%水準の危
険慈の有意差をもって，両図IliIに有窓差は認められない
けれども， 明らかに減少している。
ザ:溜過程に沿った発言内容の分析
i主) 次にあらわしたグラ71;1:， ~を奮を範喝によって図式化
したもので， f章グラ7の上に示した記号 (a，b…・・)は.
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下記表中の学習過程の説明内のZe号と一致し.織グラフ上段 表7)の教師，生徒の動きの待mli各ユニット全体の符徴で
は教師発言，下段は生後発曾を示す。なお，下le表(表4- ある。(表1.参照}
表4 算歓 (初回)
J千七 習 過 稜 教師の動きの特徴 生徒の動きの特徴
今日の勉強の目当てをのベる。( )を使 理解しやすいように問題の窓 白身に問題を続みあう。
ったかけ算，わり算。 意を生f走に問いかけながら出
きのうの復習として応用問題を説明しな 題している。
がら板舎する。
各自ノートに問題を解く 。
皆で解いていくことを提案する。 解答のつけ加えを求める時， 「皆できたようだからやりま
第1の解答をのべる。 「つけ加えがあれl;f.・」と強 しょう」と促している態度が
板谷じて，説明がないかを問う。 くは求めていない。 みられる。
解答について説明，それを教師が板答す
る。
第2の解答をのべる。 生徒かすぐ次の解答をのベそ 教師の確かめによって説明を
解答について説明，それを教師が確かめ うなので，「j見H月ですか」と態 始めた。
ながら板{~tする 。 度を ~Tiかめている。
a - 第3の解答をのべる。 自分が納得しないことや今の 教師の生徒の気持や態度の確
(第2の考え方で( )を使ったもの) 気持を出しているが，これは かめによって，生徒も自由に
b- 発言中ゴソゴソ聞こえるので，「先生小さ 生徒が緊張しているのを兄て， 気持を表現していて，生き生
4 い声が間こえたのだけど，今どうきった 生徒とかかわりをもとうとし きしたものがみられる。
のJ と生徒の態度を確かめ， 「わけを聞 ている感じがする。
きたい」と自分の気待を出している。
c- 第3の解答のつづきをのベる。
第3の解答についての説明と質問をする。 生徒が理解しやすいように量産
確かめながら板谷する。 埋して板谷している。
第4の解答をのベる。 待ち切れずとばかりにいい出
(第 1の考え方で( )を使ったもの) す。
板書し，2巡りのやり方があることを説
日月する。
戸
各自どのやり方で解いたかを点検し挙手 17人の生徒が( )を使って解 元気に手をあげる。a-
を求める。 いたことから. 「きのうのこ
71 b- きのうの勉強をはっきりさせ，今日の勉 とがよくわかっているという
強の目当てを級容する。 ことだね」と，生徒に理解さcる。)を使っ岬ができるようにな¥ノ せている態度がみられる。
第2問自を税l明しながら板容する。 机附巡視をして，時キ生徒に 最後の方では口々に r3つ，
各自ノートに問題を解く。 話しかける。 4つやったりとかざわついて
いる。
第1の解答をのべる。 疑問点が出たあと，その疑問1 攻~的に質問をし，ま た解答
解答に対し，そのとき方を質問する。 点、をはっきりさせたり，また 者1;1:.防衛的に答えている。活
解答者がやり方を説明する。 解答者の解き方を分析しよう 気があり一番思考が深まって
疑問点をいい詳しい説明を求める。 としている。 いる。
( 5 ) 
??
児 重E 学
学 習 過 程 教師の動きの特徴 生徒の動きの特徴
解答者にやり方を点綴しながら，解答の 生徒が「いけないと思う」と 一生懸命問題にとりくんでいる
出し方を分析する。 言ったことをあげて「いけな る態度に盛り上りと迫力がある。
解答者の説明に対して疑問点をのベる。 いという中身が知りたい」と
互いに疑問を出し合い，教師はそれを確 かなりつっこんで，明確にし
かめて板谷する。 ている。
生徒の出した疑問点をもとにして，第l 解答者のまちがいをなるべく 解答者(;1:除々 に，どうして，
の解答のまちがいを理解させようと質問 全員で考えるようにと質問を このように解いたのかわから
をまぜながら説明する。 皆に向けている。 なくなってき始め，「なんとな
< J という答がとび出す。
第2の解答をのべ， 教師が，それを板谷 教師の質問をとり違えて，解
する。 答をのベてしまい，最後，ど
解答の説明をし，教師がそれを板容する。 うして第2の解答が繰り なの
か少しあいまいな形で終って
しまっている。
「まだ言っていない人J に解答を求める。 「今日一度もNさんの意見聞
第3の解答をのべる (教師板書) いていないから聞かせてくれ
第4の解答をのベる(教師板害) ませんかJ というように決し
第5の解答をのべる (教師板書) ておしつけて指名していない。
今日の勉強のまとめをする。 教師が次にどこをしましょう 最後少し，ざわついて教師の
「第1の問題と第2の問題の速い」を問う。 と示唆をくり返し質問してい 示唆をくり返し質問している。
遣いを説明する。 る。
次回の勉強について示唆する。
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-114- 児 童 学
ヨl5 算 数(2回目)
学 習 過 程 教師の重力きの特徴 生徒の動きの特徴
今日の勉強の目当てをのベる。 自主的な学習の動きがみられ
(問題をとく方法をいろいろ考える。) る。
問題(教科書にのっている)を音読する。
r2通りのやり方でしょう」といって各
目ノートに問題をとく 。
a- 2人が 「私lま1つのやり方をI私はもう 大事だと思われる時に教師が ややI文書量的な意見もみられる
1つのやり方を」と同時に前に出る。 生徒の意見を少し盤理する意 が，真剣に取組んでいる姿が
b- 「同じだったらどうするか」と口々にや 味で発言している。 みられる。
や工文書陸自力に質問する。
21 c- 教師がでできて「どう して 2通りとわか
るか」質問する。
d- その答をのべあう。
e- 1つのやり方をみないと，もう 1つある
、 といえないことを説明し考える。
第1の解答を自分で板谷し説明する。 教師は問題のみを説明し，言異 誤った答を見て口々に騒いで
(誤った答) りには触れていないことから いた時 rちょっと待って下
教師が問題自体を確かめ板容。 生徒が意飲的に問題を解釈し さい。まだ説明を聞いていま
解答者に疑問，質問を出す。 ょうと している。 せんJ)と解答者の立場を，理
生徒の質問を中心に.この解答のまちが 解して全体をしめている。盛
いを説明する。 り上り。
第1の解答(正答)を自分で板番して説
明する。
第2の解答を板書して説明。 教師lま決して一方的な説明を 新しいとき方なので鴛きを表
解答に対する質問をする。 せず，生徒とと もに考えてい 現している相手の気持を理解
問題を教師が整理，解答を分析 して解釈 る。 したり，自分の気持を素直に
する。 表わしたり，のびのびした雰
囲気である。
第3の解答を板書して説明。 皆で考えるように，解答を細 教師の説明を，少し先走しっ
教師がやり方を生徒に質問しながら解釈 かく盤理して解釈している。 ている生徒がいる。
する。
どのやり方で各自 したか点検して挙手を 「まちがったことがどんどん 盛り上りが少し終って教師の
求める。 でてくるといい勉強になる」 点検に従っているが，教師と
3通りのやり方を比較して説明。 といったこと によって教師も の会話も，なんの低抗もなく
教師の提案でお互いに自分のまちがいを 生徒もリラックスした柔かい ありのままの自分を出してい
のべあう。 雰囲気となる。 る。
第2問自を音読する。 教師は重量しくても，注意せず. 解き終えた生徒がやかましい
各自ノートに問題をとく。 生徒の声があがって始めて， のに対して・「鯵かに待てや」
生徒の気持を確かめている。 という声があがる。
第 1の解答を板書して説明。 互いに綴りあうも気持がでて
いる。
第2の解答を板谷して説明。 綴りあう気持が問機にでてい
る。
1 
一
( 8 ) 
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学 習 過 程 教師の動きの特徴 生徒の動きの特徴
(a - 第3の解答を板書して説明。 教師は.始めから疑問点を指 どうして誤っているかまど
(鋲答) 適せず「ちょっと，先生，質 はっきりはわからないが，し
b- その解答に対する質問。 間あるんt:_けれど」としかい かし一生懸命疑問点を出しあ
c - 教師が問題ならびに解答の関連を説明す つてなくてあとは生徒に議っ い.除々に考えを深めていっ
1 1 る。 ている。 ている。おEいの確かめと協
d- 誤っていることを生徒は考えながら口々 しかし，大事なまとめはしっ 力作業として進め，盛り上り，
に発表しあう。 かりおさえて説明。 活気がある。
e- 第1問自の第2の解答と似たやり方なの
でこの関速を考えて.筋がたてにくいこ
とを説明する。
今日の勉強のまとめをする。 自主的に宿題を出しあってい
21 b- 今吋町家なら…の勉強I:J る。
ついてのべあう。
1 
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山松 ・他:学習者中心授業
雲監6 国 経(初回)
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学 習 )~ 手皇 教師の!IlJきの特徴 生徒の動きの特徴
今日の勉強の目当てをのベる。新しい渓 生後発言の内容にあfして一つ
字の読みと筆順 一つ確かめている。
どの範囲をするかをのべる。
それぞれを教師l;t板魯する。
教師が新しい漢字を出ている厳にならぴ 生徒がガヤガヤして騒しいた 教師の発言をゆっくり聞かず
出し，漢字カードを黒板につるす、 め，作業をさせようとするロ調 にロhに騒いでいる。
説明しながら，ノートに読みをさせる がややきつく，たしなめている。
皆できたようだからしましょうと従業す 生徒会Qに了解させた上で. まだ全体に落着きがなく ，進
る。 授業を進めていこうとする配 めようとする動きがない。
「かな」をう っていく方法をのべる。 1.1:が兄られる。
生徒が何をするか不了解なので確かめて
いる。
「先生がここへ容いていこうか」と促す。 生徒が動こうとしないために. 教師の聞いに誘発された発言
皆で順番に出て 「かな」をうっという兵 やや窓図的に意見を求めて. が続いている。
体的方法をのベる。設がするかなど意見 生。徒に考えさせようとしてい
を出し合う。 る。
9人がIJに出て「かな」をうつ。
rかな」をうっときの注意:をのべる。 「前にもそのよう企仕事しま ~:lÎJÍrにした方法を思い出して
したね」と生徒の意欲を促す 良い提案をしている。
ような確かめを している。
「五ー カードの半分Ij.ど.議も「かな」をうた 教師は生徒が動こうとしない 教師と生徒の気持に対する確
ずにおいであるのをみて「誰もあの字読 ので rどうしてでなかったの かめによって生徒は気がつい
めないんでしょうか?J と態度に対して かIあい手があったが，それ たようで， i討をに 「最後まで
6 る在かめるJ そのあとどうしてrmがあいた はどういうあいだなのか」と やります」と皆勢いを出して
のかを問題にして教師と生徒がのベあう。 生徒の気持を硲かめると同時 動こうとしている。
b- 全部「かなJ づけを終えたいということ に自分の気持をありのまま出
、ー で再び古nに出て「かな」をうつ。 している。
チャイムが鳴ったのでそのことを問題に rO幸聞がきたのですが」と湯 やっと盛り上りがみられ，延
して，終るか続けるかをのべあう。 面精成，延長するのも生徒の 長する理由などはっきりのべ
生徒のな見に従って rかな」を読むこと 立志を碓めてからおこなって でいる。
を求める。 いる。
金 L~で，声をそろえ漢字を説む。
生徒の意見に従って「かなJ うちが正し 一生徒が疑問点を出し，他の 自分が疑問な点をはっきり出
いかどうかを調べあう。 生徒がこれに答え，そのあと しているが，それに対してや
正いに疑問点を出したり，それに答えた 必ず教師はその発言内容を碓 や攻撃的に他の生徒が抑えて
りして深めている。 かめて.まとめ役をして.勉 いることがある。
今日の勉強のまとめをする。 強を深めていると思われる。
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山松・他..学習者中心授業 -119ー
重量7 団 結(2回目 }
学 習 過 程 教師の動きの符徴 生徒の動きの特徴
今日の勉強の目当てをのベる。 新しい勉強方法の提案に対し .初の提案者に対して，少し時間を
(読解の中で窓昧調べをする) て「今日どれ程生かされるか おいてから， f1iい、勉槌方法をゆっ
確かめるとともに.それが新しい勉強方 殺しみにしているJと自分の くりとのべている。ゆったりとした，
i去であることを強制する。 興味を出している。 落着きある進め方がみられる。
ra- 第 1に具体的に学習を進めている。 生徒が今日の勉強の目当てに 教師が再度，目当を聴いた時.
b- 目当てがまだはっきりf屋めでいないとみ 対して不了解なのをみてとっ 自分の意見をはっきりのべて
て，さらにくわしく何をするのかを問う。 て，それをまとめている。 いる。
21 c- それに答える。
d- 教師の縫事長により.前の復習をして板替
する。
、 (読解をする範囲の段落〈ぜり)
ra・ 第 1段落のまとめをする。 教師は i:たして単に怒りを指 自分が革E図をまちがえていた
b- aの意見に対する疑問J範囲の途うこと 遣はせずに.この生徒を受容 ことを指鏑されでも，この生
を指矯する。 したいい1iをして，そこから 後l主 r_というのが今わかり
31 c- 教師も aが革E困を了解していなかったと 改めて埋解を促そうとする。 ました」と繁直に認めている。
みて僚かめて理解させる。 生徒で勉強をするのだという
d- 前に生徒が4反省していたまとめを確かめ， ことを~織させる発雲市、市寺々
そのまちがいを互いに指摘し合う。 みられる。
前に生徒が板害していたまとめを確かめ， 教師が先取りして，板脅して
「まとめ」とはどういうことなのかを説 あることのまちがいを指嫡す
明している。 るのではなくて皆で考えよう
するようにしている。
第2段洛のまとめをする。 自分の意見に何の反応もない
第 3段落のまとめをする。 とき r皆どうなんですか」と
bに対する質問.その答え，またはつけ 他の生徒に織かめをしている。
加えなどを発表しあう。 範囲を間違った生徒に対して
範囲をとり途えた発見に対して確かめを も囲りIJ:暖かく見守っている。
している。
第4段務のまとめをするa 全て意見が出尽して質問者が 発言の手順を正しくふまえて
その中で「わからない意味」を質問t..， rこういう怠昧であるという 交互に発言し合い，思考を深
それに対して互いに意見交換をして，そ ことカeわかった」と了解して めている。学習の盛り上りが
の意味を纏解していく。 のちに，さらにそれを発展さ みられる。
確かめたがら意味をまとめる。 せたまとめをしている。
第4段落の2つのまとめをする。 自分の生活している中でその 「自分らしさ」を表現した笥
その中で「わからない窓昧」を質問し， 「興味」を生徒速が見つける 所が多くみられ，暖かい雰囲
それに対して互いに意見交換をしてその ように.質問を広げている。 主主で.生徒は元気に笑ってい
意味を理解していく。 る時もある。
確かめながら.意見をまとめる。さらに
詳しく説明する。
第4段落の3つののまとめをする。 発言の手順を理解して互いに
それに対する質問，つけ飢えなどをのベ 2重り合いながら活発に意見交
あう。 換をしている。
第 4段落の3つめのまとめをすゆ。 生徒が充分活発に意味をはっ 盛り上りがあり，真剣にとり
その中で「わからない意味」を質問し， きりさせていったとわかった くむ生徒がほとんど全員で治
( 13 ) 
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学 習 過 程 教師の動きの符徴 生徒の動きの特徴
それに対して答え，意見交換して，その のち.それを生徒が自分違の 気にみちている。
意味を理解していく 。 生活場面と結びつけて理解さ
磁かめながら.意味をまとめ，さらに発 せようと身近な例を出して，
展させていく。 広げて説明している。
~5段落のまとめをする。 答えを途中でやめた生徒に最 生徒も同織に気持を出し，こ
その中で「わからない意味Jを質問し， 後まで言ってくれませんか， の生徒が困っているのをみて
それに答え，;tかめ:意味を理解して発展 先生(;t聞きたい」と気持を(;t 「絵でかいたら」と積極的に
させる。 っきり表明している。 問題解決をしていく意欲がみ
られる。
今日の勉銭のまとめをする。 最後はしめく くりとして意図 生徒lま簡単なまとめどけで終
板谷していった各段落のまとめを量産理し 的に教師が指導していく姿が っている。そのため，教師(;t
ながら，展開し.さらにつっこんで学智 みられた。 それをもとに展開している。
し合う。
今日の勉強のまとめをする。
( 14 ) 
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以上のグラフを教科別に，初回と 2回目とを比較する
と，
算数 :単元(初 回) : ( )をつかった掛算と曹1m
(復習問題)
φ ( 2回目) :いろいろな方法で問題を解く
(練留問題)
1.初回においては，各ユニット毎に教師の発言が，
生徒の発言と比較的交互にあらわれているが， 2回目で
，~，教師の発言lま，持定のユニ . ，トにのみ集中的にあら
われている。他のユニットにお・いては，ほとんど圧倒的
に生徒の発言によって占められ.教師の発言は生徒から
でた解答の最後のまとめに集中する傾向がある。
2.生徒の発言内容をみると.初回においては.授業
を促進し深める発言 (- )もかなりみられるが.向E
tfJfl'1応答氾ヨ)もそれに変らず多い。ところが. 2回
目で，~，能動的応答 ((:"':1 )は減少し，授業を促進し
深める発言 (・・・ )がfl'bUしていることが明瞭にみら
れる。
3.感情の卒査な発言 (!mm)は，初回においては.
生徒の何年，態度に対する船、め (~ )によって続
発され符定のユニットに集中的にあらわれるほか，(1也の
ユニットにはほとんどみられないのに対L.. 2回目にお
いては，ある程度のユニ γトに分散しでみられる。
回路:単元(初 回) : ~5 し合いをする(新らしい漢
字の鋭み，i庇願など)
。(2回目) :鍋べたことを発表する(意味
制べJ
初回，~，官官合により授業時間が短縮されたため.その
意味では2回目との比較がやや困難であるが，
1.初回において，~，mど顕著ではないが， 教師の
発言が各ユニγト毎に分散する傾向があり. 2回目に台
いては，符A:のユニットに集中する傾向がみられるo ~ 
1，' 2回目で妓業の初め頃に集中的に多くみられる教師
の発言は，生徒の不了解点をl明織にする目的のためであ
り，続いて段業の大半は生徒の活発なる発言によってミF.
体的に占められており，JiH金の教師の発言lま授業内容の
まとめにI渇するものである。
2.生徒の発言内容は.初回においては，能動的応答
( f.:.:-'1 )が目立ち，授業を促進し深める発言 (- >
を上回る。ところが， 2 回呂で，~、授業を促進し深める
発言 (- >が圧倒的に多<，能動的応答は極めて少
~い。
3.感情の卒直な発言(盟主自 )は.初回では，特定
のユニットにあらわれているのに対し 2回目では量生{困
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のユニットにまたがってみられる。
これより，両.ft科共.初回に比l，2回同の方が生徒
の自主的発言が目立ち.教師の発言もまとめに関すると
ころに多くみられるほかは減少し，感情の卒症な発言の
ばらつきにより仰芯;的水割高での交流もft'Ib目したといえる
であろう。
鋭響詩綬業の主観的3e述
初回 ..算:i
教師について
a.生徒の個人発言が.豊富理された表現でないため，ほ
とんど発言内容を繕かめている。
b.生徒の動きが活発でないため，生徒の気侍や態度に
対してやや意図的にみえる確かめをおこなっている。そ
の結果，それが生徒とのかかわり合いをもたらしている。
C. 教師が!日l組点を発見し，それについて志:見を求めて
いる幼合も少なからずみられる。
d.まとめの説明も一方的でなく，生徒とともに考える
姿傍をとっている。
生徒について
a.全体に緊張していたためか.割合型車然と静かに綬業
を進めている。
b.盛り上りは，誤りの解答をした時にt活発に意見交換
されたぐらいで，それもやや攻診がむき出しにされてい
'・'‘ー。
c. r Aさんの意見をIUIいたらいいとJ辺、います。」と絵図，
発言を緩る態度がみられた。
初回:国語
教師について
a.生徒が積極的に動けないため，軌道に乗せようと し
てではないが.生徒の気侍や態度に対するE置かめによっ
て授業が進められており.交通整理的発言が多い。
b.やや落着きのない，緊張した声である。
生徒について
a.私絡が多く，ぎわっき，まとまりがなく， Fも発言
内容もともに不安定である。
b.教eifの発言中，生徒の発言中ともにガヤガヤとして
いて，ゆっく り聞いていない。
C. 教師が，生徒の;，.1.t.Jや態度を確かめることによって，
生徒，~動き始める。
2回目..算数
教師について
a.生徒を充分信頼し.一学留者の立.tmをと っている。
b.生徒が不了解会時とか学習のまとめの時のみに，生
徒の恩両手を確かめながら教師は発言している。
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c.問題点を発見しでも生徒の動きを待ち，生徒が自由
に意見交換したのちに，改めて指摘している。
生徒について
a.生徒自ら授業を進める動きが積極的で，学習意欲が
教室ー綜にみなぎっている。
b.活気はあるが，毒事腐な雰囲気である。
c.学習の盛り上りの箇所が多<， It.li.'全員が関心を向
けて，それにぶつかっている。
d.暖かく，受容的な雰囲気の中で，生徒はありのまま
の自分を表明しようとしている。中には，誤りを生徒聞
で注愈しあっている場面もあるが，それは排他的な感じ
ではなく，互いに理解しようとする態度であり，注意さ
れた生徒は素直に自分の非を認めている。
2回目 :国2語
教師について
a.生徒の意欲的な学習の進め方を余絡をもって見守っ
ている。
b.十分に生徒に考えさせたのち.まとめのみをおこな
っている。
c.おだやかで.安定した声である。
生徒について
a.主体的に学習に取組み，深めていこうとする動きが
みられ，活発な授業である。
b.個人発言も，はっきり人に理解してもらいやすい表
現をしており， 一人づっ織り合って発言している。
c. ~文書E的な意見が少なくなり，柔かい雰囲気である。
d 生徒問志が.自分らしさを出そうとし，しかも栂手
の立織を理解しようとする態度があらわれはじめている。
l.担任教師の畿話の要約
鐙任教師がとらえた学級の符色
1.初回の段階での特色
a. 1年から3年まで同じ叙任，同じメンバーであると
いうことから，育っている函と固定化してしま っている
面がある。育っている薗というのは.このような田舎の
子にしては，曹0と積極的でミものおじξ せず，にぎやか
で，純真なところ。反面，固定化してしまっている面と
いうのは，生後の中に，私はもう絶対に芽がでないと務
めて段業中，無関心でそっぽを向いていたり，手わるさ
をしたりする子，また反対に，人のきうことをゆっくり
聞かずにすぐそれを取って自分が大きな声で早口に言っ
てしまう子がいるということ。 中には，担任が変わった
ということで，狙{壬は数て手を下そうとしないけれど，
自分の新しい函を切り開こうとしている子も兄られる。
b.狭<，古い地域社会のせいか，家庭の地位の影響と
童
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点主ゐ
寸ー
いうものが，学校生活にまではっきりとくいこんでいる。
すなわち，地域における有力者(僧侶，医者，教員， p 
TAの会長，役員等)と克られる家庭の子は，家でも学
校でも甘やかされているので，いつしか優越感をもつよ
うになり.反対に.経済的に恵まれない家庭または地区
の子l主，劣等感をもつようになり，それが授業中ならび
に色々な生活の場に.時々具体的な形ででてくる場合が
ある。たとえば，優越感をもっていると思われる子が失
敗すると，反抗的に，すぐそれにつけ入ったり，それを
とりあげたりする態度にはすさまじいものが克られる。
小規模校ゆえ，もっと家庭的で連帯感が強いのかと期待
していたが，純朴な中にむしろ複雑さがあるというのか，
級争意識がかなり強<，個人プレーが多く，協力体制が
育ちにくい。
c.最初の頃1;:， 今までの習慣のためか，人に何かを言
われることによって動き出し.自分遠から動こうとしな
かったが， 一ヶ月たって少し組織的になってきたと思え
る時もある。しかし，自分から動かねばということがわ
かっている子よりもそのことさえ気づかず誰かがなんと
かするだろうと思っている子が多い。
d.発言する時，互いに穣り合って，一人づっ発言する
のではなくて，すわったままで口々に言い合い，何を言
っているのかほとんどわからない状態が残っている。
e.ークラスの人数が少ないため，ま受業が徹底している
にもかかわらず.基礎学カの点においてもかなりの能力
差が克られる。さらに，自分はダメだと思い込み.学習
意欲を失っているために，表面化した能力差をひどくし
ていると思われる。
2. 2回目の段階での符色および変化点
a.閉鎖的な農村地織であるため，地域ごと (生徒は3
つの地域からきている)のまとまりは強いが，他の地域
との交流は少なかった。ところが，最近，学級の生徒逮
lま，放課後自転車に乗って他の地域へ出かけていき夢中
で遊び.友人との交流が激しくなっている。また，転校
する子のお別れ会を大事与集まって公民館でしたり，酒屋生
会でグループを作って芸をするというふうに，協力的な
行為が兄えだした。
b.発言をする時，互いにチャンスを交轡して人をなる
べく立てて自分もその中で動いていくという授業中の発
言の手順が育ってい~い状態で一学期間暗中模索であっ
たが，金近，組織的に一人づっ立って発言し，次々と授
業を進め深めていく動きが見えだし， 今はその移行期。
中には， 今までの習慣ですぐに人の意見を取って発言し
ていたため，新しい方法に慣れずどうしょうかと迷って
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いる子や，今まで無関心であったため自ら発言できない
が発奮したいという気持が見えだした子もいる。
C. 授業中の動きについては.随分積極的に動こうとし
ている大きな変化か涛身見られるし，自分自身で見つけ
て勉強する子が縫えている。
d.表面化した能力差がひどいと忠われたのは，私はで
きないと自負している子が多かったこともあるが，比較
的ょくできる子，よく発言する子が，質の低い発言や見
当i童いの発言をする子に対して，全く攻撃的に排斥した
ような級いをしていたことが原因していた。たとえば，
「このばかたれが，何を震いよるか」と劣等視する言い
方をする傾向があった。ところが，最近，できない子の
自覚というより.むしろできる子ができない子をも認め
るようになり.時間のかかる言い方をする子の意見をも，
ゆっくり余絡をもって聞く態度をもつようになった。ま
た，皆が共に学習に参加しないとおもしろくないという
意見が学級会などでZ首脳となっている。このように集団
そのものの変化によって， 個人もその中で自分の位置づ
けをし変わっていっているように思われる。
考案
両教科とも，初回と 2回目とを比べてみると， 2回目
が初回に比べて，生徒が，自ら綬業を進め，相互に問題
点、を発見し合い，問題を解決していこうとする積極性-
主体性などがみられるが，このことは，生徒の発言時間
の槽大，生徒個人相互聞における発言時間の分散の減少，
授業を促進し深める発言の滑加によって裏付けられた。
同時にまた，相手の意見をよく結くという受容的な態度
や自分に今起りつつある感情をありのままに表明する態
度も， 2回目が初回に比して， 一層顕著に感じとられた。
しかし，教科学留が何れかといえば，知的学習内容を中
心としているので，どうしても発言内容は知的になりや
すく，発言の内容が.知的水浴のものか情意水準のもの
かなど判定がむづかしく，従って範礎化はかなり図重量で
あった。まとそれぞれの発言が，一つの範肩書に該当する
というより，重観していると考えられるものが多かった。
範囲毒化ti:主と して録音テープの再生にもとづいたのであ
るが，発言内容の意味だけで判断するのではなく，その
発言がなされた前後関係やその喝の雰囲気などを考慮に
入れて.革E喝の図式化を試みた。.その結果，生徒の発言
には.知的思考のみのやりとりに終始するものでは決し
でなく，情意的水宣告てるの交流をみとめることができた。
一方，教師についてみれば，初回では，生徒の積極的
な動きがみられないために，生徒の気持や態度に対する
( 17 ) 
やや意図的にみえる確かめによって授業を進めようとす
る向きもあったが， 2回目で.ti:，生徒を十分信頼して見
守っている感じで，余裕と安定感がみられた。この信頼
とは，生徒の学lまうとする心に対する信頼であった。授
業の総てを生徒だけにまかせているのでは決してない。
たとえば， lUi:において，生徒が誤った解答を示したfi
合，教師はその鋲りを単に指鏑するのではなく，間短性
自体をもう一度明確化するなどを契織として，一学習者
として，生徒とともに学ぽーうとする姿鋳がみられた。こ
のようにして，生徒の自主性は一層高められ.彼等自ら
誤りを発見し，解決するにいたるのである。
小学4年生という年代では，まだ抽象的思考には未熟
であるため.生徒の疑問点などの発見や開発を活発なら
しめるには，教師は，その疑問点を一つ一つ確かめてい
く必要があろうし，時には，学習上重要であると思われ
る務実はまとめを行うことも必要であるといえる。実際
この学級においてもかなりのまとめを教師ti:行っている。
符に初回で1;1:，それをきめこまかく実施しているが，決
して先取りはしない。
次に，この授業法の成果を教科別にみると，国語は，
教材が，初回では r漢字の貌み」であり 2回目で1;:，
「説解ならびに意味について」であるという具合に，内
容的に相巽していること，また初回のみは，都合で短縮
授業であったことなど.条件分析上困難な問題を含んで
はいるが.初回と 2回目との途いは大きかった。初回は
私絡が多<，まとまりがな く， 教師は交通整理をしてい
る感があったが， 2回目で1;1:，生徒の問に，自主性がみ
られ.かつ活気があってしかも温かい雰囲気がただよい.
教師にIi:， 一層の安定感がみられた。
一方，算数l主.教材が両面共に応用問題を解くという
内容的に類似したものであったが， 初回では，生徒はあ
まり積極的には動けず， 緊張していたようで，教師が生
徒の気持や態度に対して確かめを行いつつ，授業をすす
めている感じであったが， 2回目は，主として生徒が問
題の発見を行い，かっ解決しようとする意欲がはっきり
みられた。教師l主主としてまとめをする役割を取るとい
うふうに変化が認められた。資料に乏しいため，この
ことを普遍化することは危険であるが.この場合，教師が.
生徒を十分信頼し.余裕をもって完守り，生徒が主導権
を纏って意欲的に授業を進めるにいたった。即ち「意味
のある学習Jt主r生徒が自分にとって重要な意味をもっ
問題や解決を望む問題に直面するとき，最も効果があが
る」川といわれていることからも明らかなように，「意味
ある学留」とは，教科自体の内容などは，一義的な問題
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ではなく，生徒がその場で取組もうとす姿勢そのものにか
かかわるものであるといえよう。
要約
学習者中心授業をはじめて経験するー農村地区の小学
4年学級の新学期当初と 6ヶ月後における算散と国語の
授業の比較を試みた結果によれば，
1 )生徒の総発言時間と教師の発言時間に関し，初回
より 2回目において，高官者が優位であり，また生徒個人
相互fUJにおける発言時間1の分散についても，'Jl-数，国語
を通じて，初回に比し2回目が，減少を示した。
以上は，学留者中心の名にふさわしく，生徒が学習に
積媛的に参加し.授業の主導織を獲得するに到ったこと，
同時に発言が特定個人に集中する現況から，クラス全般
へと平均化する状況へと変化したことを怠味する。
2 )発言内容については，1t:t， 国語共，共通して次
のことカfいえる。
イ)教師の発言が，初回においては，各ユニット(
学習内容による小区切り)に散兄されるのに対しで， 2 
回目においては，特定ユニ γトに集中する傾向がみられ
る。
ロ)生徒の発言のうち，教師の発言から誘発された
発言ti，初回においては，各ユニットに散見し.かつ授
業を促進し深める発言に劣らず多い。これに対して， 2 
回目では，授業を促進し深める発言がこれにかわって圧
倒的に多い。
ハ)卒直な感情の表現に関しては，初回においては，
符定のユニ yトに集中しているが， 2回目においては，
数個のユニットに散見される。
以上もまた.学管者中心の名にふさわしく，生徒が主
導織を獲得するに到り，教師lま生徒の問題解決のあとの
まとめにとどまっていること，および卒直な感情の表現
が授業時間全体に散見していることから，活発でしかも
受容的な雰囲気をかもし出していることを意味する。
観察授業中における態度も，以上の客観的測定によっ
て議づけられるように，教師の生徒への信頼感のI智大と
きめこまかな生徒の態度や発言に対する確かめとが相ま
って，生徒は自主性を高めていっている。
ここでは，教師が，この農村地区へ赴任した当初抱い
た不安を解消するに足るほどの，クラス全体の体質の改
喜子がみられた。混沌とした状況から，今や組織化への移
行途上にあるといえるのである。生徒相互間には受容し
あえるゆとりが生まれつつあり，その中で集団の組織化
が着々となされつつあり，またその組織化を過して，各
室
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学
自の集団における位置づけが日月らかとなりつつあるので
ある。
結語
担任教師が新しい土地に赴任して初めての経験である
という事情に対する配慮から，本研究も最少限にとどめ
たのであるが，担任教師も， 2回目の調査の時点におい
て，学級が既に着実に歩みはじめた事実を忽めており，
一応明るい見透しが得られているので，それがどれ程生
徒に定着したかということに焦点を合わせ，今後，事情
の許すかぎり研究の精度をおめでいきたいと思う。
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Summary 
A certain elementary school in a rural district applied the learner.centered session for the first time 
to all sessions for the 4th graders. ¥Ve compared the sessions of t.he first time (at the very beginning of 
the new term) with those of the second time (6 months after the first time). concerning only the arithmetic 
and Japanese sessions. The results are as follows. 
(1) At the first time. teachers were apt to speak more than the whole pupils. But at the second time. 
the ¥'a r iance of山epupils' speech among the pupils came to decrease both in arithmetic and Japanese se・
sSlons. 
This means that the pupils came to take part in the session positively and get leadership in the session. 
And also each pupil gradually came to get equal opportunity to speak out: though at the first time. only 
the particular pupils spoke very much. 
(2) As for the contents of the pupils' speech， the folowing things can be noticed both in arithmetic and 
Japanese sessions. 
a) At the first tirne. the teacher spoke in various un its， but 3't the second time， they came to concent. 
rate on the particular units. 
b) At the first time， pupils ・speech、..hichwas induced by the teachers dispersed in various units and 
its quantity was as much as the speech which pl'omote and deepened the session. On the other hand. at 
the second time. the lalter increased far more than before. 
c) At the first time. the pupils could express their feelings straight only in the particular unit. But at 
the second time they cou Iddo in 、rarlOUSunits 
This also shows that the pupils became to take leadership in session. This is nothing but a "Iearner.ce. 
ntered" learning. 
And the pupils came to express their feelings straight all through the sessions. This means themselves 
created lhe vary vivid and receptive atmosphere. 
Observing the pupils' attilude in session. it can be said that the pupils came to promote their independ. 
ence. as the leachers lrust on lheir pupils and pay c10se and delicate attention to the pupils' attitude and 
speech. 
[n this c1ass. the great change was found in the whole c1ass and it was good enough to remove山ean-
noyance the teacher had when he came to this rural district for the first time. The c1ass is now in the pro. 
ocess of systematizing 針。m the caotic condition. The pupils have came to accept each other and systema. 
tized steadily. Through s)'stematization， each pupil is going to get his own position in a group. 
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